
将
来
佛
弥
勒
の
浄
土
を
説
き
、
そ
の
信
仰
を
鼓
吹
す
る
大
乗
経

典
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
弥
勒
六
部
経
典
」
が
存
す
る
。
現
に
大
正

新
脩
大
蔵
経
第
十
四
巻
経
集
部
一
に
は
次
の
順
序
で
入
蔵
さ
れ
て

い
る
。
‐

観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
劉
宋
沮
渠
京
声
訳

弥
勒
下
生
経
西
晋
竺
法
護
訳

弥
勒
下
生
成
佛
経
後
秦
鳩
摩
羅
什
訳

弥
勒
下
生
成
佛
経
唐
義
浄
訳

弥
勒
大
成
佛
経
桃
秦
鳩
摩
羅
什
訳

弥
勒
来
時
経
東
晋
失
訳

こ
の
六
部
の
経
典
は
、
一
体
何
を
基
準
と
し
て
何
時
頃
か
ら
選
定

さ
れ
た
も
の
か
不
明
の
点
が
多
く
、
又
そ
の
経
典
相
互
の
内
容
に

弥
勒
佛
の
出
世
に
つ
い
て

ｌ
特
に
そ
の
時
節
を
中
心
に
Ｉ

つ
い
て
も
必
ず
し
も
一
貫
性
を
有
す
る
と
も
認
め
ら
れ
ず
、
な
お

①

検
討
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
殊
に
沮
渠
京
声
訳
の

『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
は
、
そ
の
経
題
か
ら
容
易
に
類

推
で
き
る
よ
う
に
現
在
の
弥
勒
菩
薩
の
住
処
た
る
兜
率
天
の
荘
厳

に
対
す
る
観
法
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
他
の
五
経
が
将

来
出
現
す
る
弥
勒
佛
の
浄
土
の
荘
厳
を
説
く
点
で
そ
の
所
説
の
趣

を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
も
漢
訳
で
は
一
経
一
訳
で
あ
り
、
沮
渠

京
声
の
訳
出
以
外
に
は
別
訳
は
存
せ
ず
、
当
該
課
題
と
は
別
に
研

②

究
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

当
来
に
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
世
界
に
弥
勒
佛
が
出
世
し
、
衆
生

に
説
法
教
化
を
為
す
、
い
わ
ゆ
る
弥
勒
下
生
を
説
く
『
弥
勒
下
生

成
佛
経
』
等
は
、
そ
の
主
旨
が
あ
く
ま
で
も
「
未
来
」
の
救
済
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
現
在
、
弥
勒
菩
薩
が
住

す
る
兜
率
天
の
上
妙
の
快
楽
を
思
惟
し
、
そ
こ
へ
の
往
生
を
勧
め

木

村

宣
彰

m1
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る
上
生
信
仰
を
説
く
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
（
「
弥
勒
上

生
経
』
と
略
称
す
る
）
は
、
正
に
「
現
在
」
の
救
済
を
願
う
も
の
で

あ
り
、
両
者
の
所
説
は
少
し
く
相
違
す
る
。
従
っ
て
『
弥
勒
下
生

成
佛
経
』
等
に
と
っ
て
、
弥
勒
佛
の
出
世
の
時
節
は
極
め
て
重
大

な
関
心
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
兜
率
天
へ
の
上
生
を
説
く

『
弥
勒
上
生
経
』
で
も
や
が
て
弥
勒
菩
薩
が
閻
浮
提
に
下
生
し
成

佛
す
る
と
き
、
弥
勒
と
と
も
に
下
生
し
龍
華
三
会
に
値
遇
す
る
こ

と
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
閻
浮
提
に
お
け
る
弥
勒
佛
出
世
の
時

節
に
つ
い
て
全
く
無
関
心
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で

先
ず
『
弥
勒
上
生
経
』
に
弥
勒
佛
の
出
世
に
つ
い
て
如
何
に
説
い

て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
沮
渠
京
声
訳
「
弥
勒
上
生
経
』
は
、
そ

の
最
初
に
「
爾
時
、
優
婆
離
亦
従
し
座
起
、
頭
面
作
し
礼
而
白
し
佛
言
。

世
尊
、
世
尊
往
昔
於
二
毘
尼
中
及
諸
経
蔵
一
説
三
阿
逸
多
次
当
二
作

③佛
こ
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
阿
逸
多
と
弥
勒
と
は
同
一
人

で
あ
り
、
そ
の
阿
逸
多
が
当
来
に
出
現
し
成
佛
す
る
将
来
佛
で
あ

る
こ
と
は
、
既
に
毘
尼
蔵
や
諸
経
典
中
に
説
か
れ
る
周
知
の
事
実

で
あ
る
と
為
し
て
い
る
。
だ
が
阿
逸
多
の
成
佛
の
時
節
に
つ
い
て

は
何
ら
具
体
的
に
述
尋
へ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
経
の
後
半
に
至
り
、

如
レ
是
処
二
兜
率
陀
天
一
昼
夜
恒
説
二
此
経
一
度
二
諸
天
子
↓
閻
浮

提
歳
数
五
十
六
億
万
歳
、
爾
乃
下
二
生
於
閻
浮
提
哉
如
二
弥
勒

③

下
生
経
説
↓

と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
弥
勒
上
生
経
』
は
、
明
ら
か

に
『
弥
勒
下
生
経
』
の
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
『
弥

勒
下
生
経
』
の
経
説
を
継
承
し
て
弥
勒
佛
の
出
世
を
閻
浮
提
の
歳

数
で
五
十
六
億
万
歳
の
後
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

果
し
て
『
弥
勒
下
生
経
』
に
は
か
上
る
説
が
存
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
先
に
挙
げ
た
竺
法
護
訳
は
、
も
と
も
と
阿
含
部
の
経
典
の

一
部
分
を
抄
出
し
、
そ
れ
を
『
弥
勒
下
生
経
』
と
称
し
、
大
乗
の

弥
勒
経
典
の
一
と
し
て
六
部
経
典
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

一
先
ず
置
く
と
し
て
、
外
の
四
経
の
鳩
摩
羅
什
訳
『
下
生
経
』
、

義
浄
訳
『
下
生
経
』
、
鳩
摩
羅
什
訳
「
成
佛
経
』
及
び
失
訳
の
『
来

時
経
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

㈲
鳩
摩
羅
什
訳
『
弥
勒
下
生
成
佛
経
』
は
、
そ
の
説
処
や
会
座

の
同
聞
衆
な
ど
い
わ
ゆ
る
通
序
の
六
成
就
の
部
分
を
全
く
欠
き
、

突
如
と
し
て
大
智
舎
利
佛
の
世
尊
に
対
す
る
説
法
懇
請
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
即
ち
、
舎
利
佛
が
「
世
尊
、
如
二
前
後
経
中
説
「
弥
勒

当
二
下
作
佛
一
」
と
述
諦
へ
、
弥
勒
の
下
生
作
佛
は
既
に
世
尊
が
前
後

の
経
中
に
説
き
賜
う
と
こ
ろ
と
認
め
た
上
で
「
願
欲
一
二
広
聞
二
弥
勒

功
徳
神
力
国
荘
厳
之
事
一
」
と
、
世
尊
に
当
来
の
弥
勒
佛
の
国
土

の
荘
厳
等
に
関
す
る
説
法
を
懇
請
す
る
。
世
尊
は
舎
利
佛
の
請
を

受
け
、
弥
勒
佛
の
出
世
及
び
そ
の
国
土
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
る
。

舎
利
佛
。
四
大
海
水
以
レ
漸
減
少
三
千
由
旬
。
是
時
閻
浮
提

]2



地
、
長
十
千
由
旬
広
八
千
由
旬
。
平
坦
如
レ
鏡
、
名
華
軟
草
、

遍
覆
二
其
地
雫
種
種
樹
木
華
果
茂
盛
、
其
樹
悉
皆
高
三
十
里
。

城
邑
次
比
鶏
飛
相
及
。
人
寿
八
万
四
千
歳
。
智
慧
威
徳
色
力

具
足
、
安
隠
快
楽
、
唯
有
二
三
病
弐
一
者
便
利
、
二
者
飲
食
、

④

三
者
衰
老
。
女
人
年
五
百
歳
、
爾
乃
行
嫁
。

弥
勒
佛
の
出
世
の
と
き
は
、
閻
浮
提
に
お
け
る
人
寿
が
八
万
四

千
歳
に
も
及
び
、
病
気
は
た
だ
便
利
・
飲
食
・
衰
老
の
三
病
の
み

の
甚
だ
好
世
と
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。
更
に
「
時
に
世
安
楽
に
し

て
怨
賊
劫
籟
の
患
あ
る
こ
と
な
く
、
城
邑
・
聚
落
の
門
を
閉
ず
る

者
な
く
、
亦
衰
悩
水
火
刀
兵
及
び
諸
の
儀
鰹
・
毒
害
の
難
な
し
。

人
つ
れ
に
慈
心
あ
り
て
恭
敬
和
順
し
、
諸
根
を
調
伏
し
て
語
言
謙

遜
な
り
」
と
為
し
、
弥
勒
佛
の
出
世
は
、
こ
の
世
が
遠
い
未
来
に

於
い
て
甚
だ
理
想
の
世
界
と
し
て
達
成
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
と
い

う
。
即
ち
、
『
弥
勒
下
生
経
』
で
は
久
遠
の
未
来
に
人
間
の
寿
量

が
八
万
四
千
歳
に
も
及
ぶ
と
き
、
弥
勒
が
出
世
し
龍
華
菩
提
樹
の

下
で
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
て
三
会
の
説
法
を
為
す
と
説
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
『
弥
勒
上
生
経
』
に
云
う
よ

う
な
五
十
六
億
万
歳
云
々
と
い
う
よ
う
な
語
は
全
く
見
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。

。
こ
の
『
弥
勒
下
生
経
』
よ
り
も
そ
の
説
相
が
よ
り
詳
し
い

「
弥
勒
大
成
佛
経
』
で
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
羅
什
の
訳

出
に
な
る
『
成
佛
経
』
は
、
。
摩
伽
陀
国
波
沙
山
の
過
去
諸
佛
常
降

魔
処
に
お
け
る
夏
安
居
中
の
説
法
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
舎
利
佛

が
発
問
し
「
欲
し
聞
下
如
来
説
中
未
来
佛
開
二
甘
露
道
《
弥
勒
名
字
功

徳
神
力
国
土
荘
厳
こ
と
、
世
尊
に
説
法
を
請
う
点
は
『
弥
勒
下

生
経
」
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
『
弥
勒
大
成
佛
経
』
も
ま
た
未
来

佛
弥
勒
の
出
世
の
歳
数
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
何
も
示
し
て
は

い
な
い
が
、
そ
の
世
が
好
世
で
あ
り
、
そ
の
国
土
の
荘
厳
を
説
く

こ
と
は
よ
り
優
美
で
あ
る
。
そ
こ
で
閻
浮
提
の
人
民
が
「
寿
命
具
二

足
八
万
四
千
歳
弍
無
し
有
二
中
天
へ
人
身
悉
長
一
十
六
丈
」
と
な
る

と
き
、
「
爾
時
」
に
弥
勒
は
「
諸
行
無
常
是
生
滅
法
生
滅
滅

已
寂
滅
為
楽
」
の
過
去
佛
の
甘
露
無
常
偶
を
説
き
、
金
剛
荘
厳

道
場
の
龍
華
菩
提
樹
下
に
坐
し
四
魔
を
降
す
と
い
う
。
弥
勒
佛
の

出
世
に
つ
い
て
は
、
『
弥
勒
大
成
佛
経
』
も
『
弥
勒
下
生
経
』
も

共
に
人
寿
が
八
万
四
千
歳
に
達
す
る
と
き
と
為
し
て
い
る
。
た
だ

「
下
生
経
』
で
は
そ
の
時
の
人
民
は
甚
だ
長
寿
で
病
気
も
少
な
い

好
世
で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
『
成
佛
経
』

で
は
、
弥
勒
佛
出
世
の
閻
浮
提
が
好
世
で
あ
る
こ
と
を
、
常
に
釈
迦

佛
の
出
世
が
五
濁
悪
世
で
あ
っ
た
こ
と
と
の
対
比
の
中
で
説
い
て

い
る
。
経
に
よ
れ
ば
〈
釈
迦
牟
尼
佛
出
世
の
と
き
の
人
民
は
「
父

母
・
沙
門
・
婆
羅
門
を
識
ら
ず
、
道
法
を
知
ら
ず
、
互
に
相
悩
害

し
て
刀
兵
劫
に
近
づ
き
、
深
く
五
欲
に
著
し
嫉
妬
諸
接
し
、
曲
濁

、 、

｡ 、



邪
偽
に
し
て
憐
感
の
心
な
く
」
、
「
師
長
を
敬
わ
ず
、
善
友
を
識
ら

ず
、
報
恩
を
知
ら
ず
、
五
濁
の
世
に
生
ま
れ
て
蜥
槐
を
知
ら
ず
、

昼
夜
六
時
に
相
続
し
て
悪
を
作
し
、
厭
足
を
識
ら
ず
、
純
ら
不
善

を
造
っ
て
五
逆
の
悪
を
聚
め
、
魚
鱗
の
ご
と
く
相
次
い
で
求
め
厭

く
こ
と
を
知
ら
ぬ
」
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
来
に
弥
勒
が
開
導
安

慰
し
、
歓
喜
を
得
せ
し
め
る
衆
生
は
「
身
は
純
ら
是
れ
法
な
り
。

心
は
純
ら
是
れ
法
な
り
。
口
は
常
に
法
を
説
き
、
福
徳
智
慧
の
人
」

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
『
弥
勒
大
成
佛
経
』
で
は
弥
勒
佛
の
出
世
を
釈
迦
佛
と
の

対
比
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
釈
迦
佛
と
弥
勒
佛

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
説
い
て
い
る
。
弥
勒
は
、
「
負
欲
・
順
悪

・
愚
痴
に
迷
惑
す
る
短
命
人
」
の
充
満
す
る
「
苦
悪
の
世
」
に
出

世
す
る
釈
迦
牟
尼
佛
に
対
し
て
「
忍
辱
勇
猛
の
大
導
師
は
、
能
く

五
濁
不
善
の
世
に
於
い
て
悪
衆
生
を
教
化
し
、
成
熟
し
、
彼
を
し

て
修
業
し
佛
を
見
る
を
得
せ
し
む
」
と
三
度
に
亙
り
称
讃
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
未
来
好
世
の
弥
勒
佛
が
現
在
悪
世
の
釈
迦
佛
を
歎

ず
る
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

釈
迦
牟
尼
佛
出
二
五
濁
世
「
種
種
呵
責
為
し
汝
説
レ
法
。
無
二
汝

⑤

奈
何
《
教
殖
二
来
縁
「
今
得
し
見
し
我
、
我
今
摂
二
受
是
人
等
一

釈
迦
牟
尼
佛
は
五
濁
の
世
に
出
現
し
た
の
で
種
々
に
呵
責
し
説

法
も
し
た
が
、
汝
を
い
か
ん
と
も
為
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
釈
迦
牟
尼
佛
の
教
え
に
よ
っ
て
殖
え
ら
れ
た
縁
に
よ
っ

て
今
わ
が
弥
勒
佛
に
見
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
当
来
に
弥
勒
佛
が
摂
受
す
る
衆
生
と
は
、
釈
迦
佛
の
教
化

を
受
け
た
が
、
釈
迦
佛
の
下
で
は
未
だ
機
が
熟
さ
ず
、
よ
う
や
く

未
来
に
お
い
て
機
の
熟
す
る
衆
生
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
『
弥
勒
大
成
佛
経
』
で
は
、
弥
勒
の
出
世
に
つ
い

て
『
弥
勒
下
生
成
佛
経
』
と
同
じ
く
将
来
、
人
寿
が
八
万
四
千
歳

を
具
足
す
る
と
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
五
濁
悪
世
で
釈
迦
佛

の
下
で
は
未
だ
機
の
熟
す
こ
と
の
な
か
っ
た
悪
衆
生
の
機
の
熟
す

る
と
き
で
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
下
生
経
』
で
は
何
ら

触
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
羅
什
訳
の
『
下
生
経
』
や
『
成

佛
経
』
を
検
討
す
る
限
り
、
先
に
『
弥
勒
上
生
経
』
に
明
し
て
い

る
五
十
六
億
万
歳
の
説
は
つ
い
に
見
い
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
あ
る
。

日
し
か
ら
ば
唐
の
義
浄
訳
の
『
弥
勒
下
生
成
佛
経
』
や
東
晋

の
失
訳
の
『
弥
勒
来
時
経
』
で
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
義
浄
訳

の
『
弥
勒
下
生
経
』
は
先
の
羅
什
訳
の
そ
れ
と
同
本
異
訳
と
み
ら

れ
る
の
で
そ
の
説
相
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
「
慈

氏
下
生
」
を
「
当
来
之
世
」
と
な
し
、
そ
の
具
体
的
な
歳
数
を
示

す
こ
と
は
な
く
、
た
だ
弥
勒
出
世
の
時
を
「
時
彼
国
中
人
、
皆
寿

八
万
歳
云
々
」
と
為
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
時
の
国
土
の
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様
子
は
羅
什
訳
の
そ
れ
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
人
民

の
寿
量
に
つ
い
て
「
八
万
歳
」
と
「
八
万
四
千
歳
」
と
が
相
違
す

つ
○
○

個
そ
れ
で
は
「
弥
勒
六
部
経
」
の
一
で
あ
る
『
弥
勒
来
時

経
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
経

も
い
わ
ゆ
る
通
序
の
六
成
就
の
部
分
を
欠
き
、
直
ち
に
舎
利
佛
が

「
佛
常
言
、
佛
去
後
当
レ
有
二
弥
勒
来
八
願
欲
二
従
聞
骸
之
」
と
述
暑
へ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
弥
勒
出
世
の
時
の
国
土
の
様
子
や
人
民

の
寿
量
に
つ
い
て
説
き
、
「
人
民
皆
寿
八
万
四
千
歳
」
と
明
か
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
弥
勒
大
成
佛
経
』
の
よ
う
に
釈
迦
佛
の
世

が
「
五
濁
の
悪
世
」
で
あ
る
こ
と
を
殊
更
に
は
説
い
て
い
な
い
が
、

弥
勒
佛
の
下
で
出
家
す
る
比
丘
・
比
丘
尼
は
、
い
ず
れ
も
皆
、
釈

迦
文
佛
の
下
で
の
訓
経
者
・
慈
心
者
・
布
施
者
・
不
順
悪
者
・
作

佛
図
寺
者
・
持
佛
骨
著
塔
中
者
・
焼
香
者
・
然
灯
者
・
懸
僧
者
・

散
花
者
・
読
経
者
で
あ
る
と
い
う
。
義
浄
訳
『
弥
勒
下
生
成
佛
経
』

等
も
釈
迦
佛
の
下
で
の
結
縁
を
説
い
て
い
る
が
、
本
経
は
よ
り
具

体
的
で
詳
し
い
。
特
に
こ
の
経
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
経
の
蛾
末

尾
に
次
の
様
に
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

佛
説
経
已
、
諸
比
丘
及
王
百
官
へ
皆
当
二
奉
行
司
佛
経
戒
皆

得
二
度
世
弍
佛
説
如
し
是
。
弥
勒
佛
却
後
六
十
億
残
六
十
万
歳

⑥

当
二
来
下
一

蔵
経
中
で
主
に
弥
勒
佛
の
出
世
を
説
き
、
そ
の
浄
土
を
明
か
す

弥
勒
経
典
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
以
外
に
も

弥
勒
佛
に
つ
い
て
説
く
経
典
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
既
に
阿

含
部
の
中
で
も
弥
勒
が
当
来
に
出
世
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

長
阿
含
第
六
『
転
輪
聖
王
修
行
経
』
、
中
阿
含
第
十
三
「
説
本
経
』

こ
の
経
は
右
の
経
文
で
終
っ
て
い
る
。
即
ち
、
最
後
に
弥
勒
の

当
来
下
生
の
と
き
を
、
佛
滅
後
「
六
十
億
残
六
十
万
歳
」
の
五
十

九
億
余
万
歳
の
と
き
と
為
し
て
い
る
。
こ
の
経
は
「
舎
利
佛
者
、

是
佛
第
一
弟
子
」
と
い
う
異
例
の
経
文
で
は
じ
ま
り
、
右
の
文
で

終
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
、
或
は
こ
の
経
は
前
後
の
経
文
を
欠
く

の
か
、
或
は
他
の
経
典
か
ら
の
抄
出
か
、
更
に
文
献
学
的
な
検
討

を
必
要
と
す
る
が
、
弥
勒
の
出
世
に
つ
い
て
は
「
人
寿
八
万
四
千

歳
」
と
な
し
つ
つ
同
時
に
そ
れ
は
「
却
後
六
十
億
残
六
十
万
歳
」

の
と
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
上
る
所

説
は
、
先
の
『
弥
勒
上
生
経
』
に
い
う
「
閻
浮
提
数
五
十
六
億
万

歳
、
爾
乃
下
生
於
閻
浮
提
」
の
説
と
も
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
弥

勒
経
典
以
外
の
他
の
大
乗
諸
経
典
を
検
索
し
て
も
か
か
る
所
説
を

見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
か
な
る
根
拠
を
有
す
る
も
の
か

不
明
で
あ
る
。
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な
ど
に
も
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
就
中
、
長
阿
含
の

『
転
輪
聖
王
修
行
経
』
は
、
当
来
佛
と
し
て
の
弥
勒
を
明
か
す
経

典
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
層
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
『
転

輪
聖
王
修
行
経
』
で
は
弥
勒
仏
の
出
世
に
関
し
て
如
何
に
説
い
て

い
る
か
を
考
察
す
る
。
こ
の
経
は
そ
の
経
題
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
主
と
し
て
過
去
世
の
堅
固
念
と
名
づ
く
転
輪
聖
王
に
関
す
る

所
説
が
中
心
で
弥
勒
佛
に
つ
い
て
は
簡
略
に
説
か
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
寿
命
が
延
長
し
八
万
歳
に
至
っ
た
と
き
、
大
地
は
平
整
と

な
り
、
満
坑
丘
城
練
な
ど
な
く
、
又
蚊
蛇
此
な
ど
毒
虫
の
い
な
い

世
界
で
あ
り
、
病
気
も
寒
・
熱
．
、
飢
・
渇
・
大
小
便
・
欲
・
警
甕

・
老
の
九
病
の
み
で
好
ま
し
い
世
界
の
出
現
し
た
と
き
、
「
当
三
於

爾
有
二
佛
出
世
弐
名
為
二
弥
勒
如
来
至
真
等
正
覚
十
号
具
足
こ
と

⑦

説
い
て
い
る
。
こ
の
経
説
で
殊
に
重
要
な
こ
と
は
、
人
寿
八
万
歳

の
由
来
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去
世
の
堅
固

念
転
輪
聖
王
は
γ
そ
の
位
を
太
子
に
譲
る
に
当
り
、
正
行
を
為
す

べ
し
と
諭
す
が
、
太
子
は
王
の
言
葉
に
背
き
正
行
を
行
な
わ
な
か

っ
た
た
め
人
民
は
苦
厄
に
陥
り
、
や
が
て
人
寿
は
四
万
歳
よ
り
転

滅
し
一
万
歳
と
な
り
、
更
に
千
歳
に
ま
で
減
じ
た
が
、
な
お
三
悪

業
を
為
し
、
更
に
五
百
、
三
百
乃
至
一
百
歳
と
減
じ
た
が
悪
業
を

止
め
ず
つ
い
に
人
寿
は
十
歳
に
ま
で
な
っ
た
。
人
寿
十
歳
の
と
き

女
子
は
生
後
五
ヶ
月
で
行
嫁
す
。
そ
の
時
に
至
り
衆
生
を
も
よ
う

や
く
慈
心
を
懐
き
、
修
業
に
よ
っ
て
十
歳
、
二
十
歳
、
四
十
歳
、

八
十
歳
乃
至
四
万
歳
と
寿
量
を
増
し
、
人
寿
が
四
万
歳
に
至
っ
た

と
き
、
更
に
父
母
を
孝
養
し
、
師
長
を
敬
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

四
万
歳
の
寿
量
を
八
万
歳
に
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

か
く
し
て
人
寿
が
八
万
歳
と
な
っ
た
と
き
、
‐
爾
の
時
に
弥
勒
如
来

が
出
世
し
妙
法
を
説
く
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
『
転
輪
聖
王
修

行
経
』
は
弥
勒
の
出
世
を
人
寿
八
万
歳
の
時
と
断
じ
、
そ
の
人
寿

の
由
来
を
詳
述
し
て
い
る
点
は
特
に
注
目
に
価
す
る
。

中
阿
含
の
『
説
本
経
』
、
も
ま
た
弥
勒
の
出
世
を
「
未
来
久
遠
」

の
「
人
民
寿
八
万
歳
」
と
な
し
て
い
る
。
先
の
『
転
輪
聖
王
修
行

⑧

経
」
も
『
説
本
経
』
（
『
古
来
世
時
経
』
）
も
と
も
に
人
寿
八
万
歳
説

を
為
す
が
、
前
者
は
そ
の
由
来
を
詳
述
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

後
者
で
は
八
万
歳
が
既
定
周
知
の
事
実
と
し
て
、
単
に
未
来
久
遠

の
こ
と
と
説
明
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
又
、
そ
の
と
き
閻
浮
提

が
好
世
で
あ
る
こ
と
は
両
経
と
も
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

特
に
『
転
輪
聖
王
修
行
経
』
で
は
病
気
に
つ
い
て
寒
・
熱
な
ど
九

病
を
明
か
し
て
い
る
が
、
『
説
本
経
』
は
七
病
と
な
し
、
後
の
大

乗
の
弥
勒
経
典
で
い
う
三
病
に
よ
り
近
づ
い
て
い
、
る
。
従
っ
て
人

寿
八
万
歳
の
由
来
を
説
明
し
、
七
病
よ
り
九
病
を
説
く
方
が
よ
り

古
く
、
弥
勒
出
世
の
説
と
し
て
は
原
型
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

恐
ら
く
長
阿
含
の
『
転
輪
聖
王
修
行
経
』
が
弥
勒
佛
出
世
に
関
し
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て
人
寿
八
万
歳
説
を
最
初
に
打
ち
出
し
た
経
典
で
あ
ろ
う
。
‐
阿
含

の
諸
経
は
概
ね
右
の
説
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
一
つ
特
異
な
経
説
が
認
め
ら
れ
る
。
西
晋
白

法
祖
訳
の
『
佛
般
泥
桓
経
』
で
あ
る
。
そ
の
巻
下
に
「
却
後
十
五

⑨
‐

億
七
千
六
十
万
歳
、
乃
復
有
佛
耳
」
と
説
き
、
釈
迦
佛
の
滅
後
、

十
五
億
七
千
六
十
万
歳
に
し
て
よ
う
や
く
佛
が
出
現
す
る
の
で
あ

り
、
佛
世
に
値
い
、
経
法
を
聞
き
、
衆
僧
に
値
う
こ
と
が
い
か
に

困
難
で
あ
る
か
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
『
佛
般
泥
桓
経
』
で
は

十
五
億
七
千
六
十
万
歳
後
に
出
世
す
る
当
来
の
佛
の
存
在
を
説
く

が
、
そ
の
当
来
佛
が
弥
勒
で
あ
る
と
は
明
か
し
て
い
な
い
。
し
か

し
東
晋
失
訳
の
『
般
泥
疸
経
』
巻
下
に
は
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

汝
諸
比
丘
、
観
二
佛
儀
容
一
難
復
得
し
観
、
却
後
一
億
四
千
余
歳
、

⑩

乃
当
三
復
有
二
弥
勒
佛
一
耳
。
難
二
常
遇
一
也

こ
の
経
文
も
佛
に
値
遇
す
る
こ
と
の
困
難
な
こ
と
を
説
く
の
が
主

旨
．
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
当
来
の
佛
と
し
て
弥
勒
の
名

を
出
し
て
い
る
。
先
の
『
佛
般
泥
沮
経
』
と
そ
の
歳
数
は
相
違
す

る
が
、
却
後
一
億
四
千
余
歳
に
佛
が
出
世
し
、
そ
れ
が
弥
勒
佛
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
一
億
四
千
余
歳
説
は
他
に
は
そ
の
例

が
な
く
、
経
自
身
も
そ
の
説
の
根
拠
を
示
し
て
は
い
な
い
。
先
の

人
寿
八
万
歳
説
は
、
弥
勒
の
出
世
が
現
実
の
悪
世
と
は
違
い
未
来

久
遠
に
達
成
さ
れ
る
好
世
に
於
い
て
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
が
、
今
の
一
億
四
千
余
歳
説
は
実
際
に
佛
滅
の
時
点
か
ら
の

歳
数
を
計
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
説
と
は
ま
っ
た
く
別
の
系
統
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
当
来
佛
弥
勒
を
説
く
阿
含
経
典
で
は
、
そ
の

出
世
を
「
人
寿
八
万
歳
」
の
と
き
と
為
し
、
大
乗
の
弥
勒
経
典
で

は
概
ね
「
人
寿
八
万
四
千
歳
」
と
為
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
乗
経

典
に
於
い
て
法
門
や
煩
悩
の
多
数
な
る
こ
と
を
八
万
四
千
の
大
数

で
も
っ
て
表
現
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
今
の
場
合
も
亦
、
阿
含

の
八
万
歳
を
継
承
し
な
が
ら
未
来
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
八
万
四
千

の
大
数
で
も
っ
て
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
『
般
泥
桓
経
』
な
ど
具
体
的
に
佛
滅
度
か
ら
の
歳
数
を
問
題
に

す
る
も
の
も
存
し
た
。

後
世
、
弥
勒
佛
の
出
世
は
佛
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
の
こ
と

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
弥
勒
上
生
経
』
で
も
「
五
十

六
億
余
歳
」
と
為
し
て
い
る
が
、
前
来
の
考
察
で
は
か
異
る
説
は

未
だ
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
弥
勒
六
部
経
」
を

検
討
し
て
も
五
十
六
億
七
千
万
歳
の
経
文
は
認
め
ら
れ
ず
、
た
だ

人
寿
八
万
四
千
歳
と
の
み
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で
吹
に
弥
勒
経
典

以
外
の
大
乗
経
典
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
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竺
法
護
訳
の
『
賢
劫
経
」
巻
七
の
「
千
佛
興
立
品
」
に
賢
劫
に

出
現
す
る
千
佛
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
賢
劫
千
佛
の
第
五
佛
で
あ

る
慈
氏
如
来
に
つ
い
て
、

所
生
土
地
、
城
名
二
妙
意
↓
王
者
所
処
。
其
佛
威
光
照
二
四
十
里
毛

梵
志
種
、
父
名
二
梵
手
弍
母
字
二
梵
経
へ
子
日
二
徳
力
↓
待
者
日
二

⑪

海
氏
弍
智
慧
上
首
弟
子
号
二
慧
光
乱
神
足
日
二
堅
精
進
一

と
説
き
、
そ
の
慈
氏
如
来
の
出
世
の
時
の
人
寿
を
「
八
万
四
千
歳
」

と
為
し
て
い
る
。
ま
た
、
種
々
の
因
縁
害
嶮
を
集
め
た
『
賢
愚
経
』

巻
十
二
の
「
波
婆
離
品
」
に
は
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。

我
復
次
説
二
当
来
之
世
弍
此
閻
浮
提
、
土
地
方
平
、
平
担
広

げ

博
、
無
し
有
二
山
川
訓
地
生
二
濡
草
司
猶
如
二
天
衣
圭
爾
時
人
民

寿
八
万
四
千
歳
。
（
中
略
）
彼
時
当
似
有
三
婆
羅
門
家
生
二
一
男

‐
⑫

児
弐
宇
日
二
弥
勒
↓

こ
の
説
は
前
来
の
阿
含
の
教
説
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で

⑬
⑭
⑮

あ
る
。
こ
の
外
、
「
雑
警
嚥
経
』
、
『
出
曜
経
』
、
『
大
集
経
』
な

ど
に
も
同
様
な
説
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
ら
ぱ
、
具
体
的
に
弥
勒
佛
出
世
の
時
節
を
明
示
す
る
経
典

は
存
し
な
い
の
て
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
先
述
の
『
弥
勒
上
生
経
』

の
様
に
「
五
十
六
億
万
歳
」
と
説
く
経
典
と
し
て
は
秦
代
の
失
訳

経
典
で
「
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉
経
』
と
称
す
る
経

典
が
存
す
る
。
こ
の
経
に
は
迦
波
利
婆
羅
門
の
子
で
あ
る
弥
勒
の

本
生
を
明
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
釈
迦
の
予
言
と
し
て
、

我
浬
藥
後
五
十
六
億
万
歳
入
当
下
於
二
穰
怯
転
輪
聖
王
国
士
華

．
⑯

，
林
園
中
金
剛
座
処
、
龍
華
菩
提
樹
下
一
得
し
成
恥
佛
道
上

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉

経
』
で
は
人
寿
八
万
四
千
歳
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い

が
、
佛
滅
度
を
起
点
と
し
て
当
来
佛
出
世
ま
で
の
歳
数
を
五
十
六

億
万
歳
と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
立
場
に
あ
る
の
が

「
賢
愚
経
』
巻
四
「
摩
訶
斯
那
優
婆
夷
品
」
の
所
説
で
あ
る
。
即

坐
崎
ン
、

雌
下
於
二
此
末
法
之
中
弐
不
診
能
二
能
度
司
縁
二
此
功
徳
《
当
下

於
二
人
天
｝
受
巾
無
窮
福
埋
弥
勒
世
尊
、
不
し
久
五
十
六
億
十
千

⑰

万
歳
、
来
レ
此
成
佛
。
当
下
為
二
汝
等
一
広
説
中
妙
法
“

こ
こ
で
は
弥
勒
が
閻
浮
提
に
来
っ
て
成
佛
す
る
の
は
五
十
六
億
十

千
万
歳
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
「
五
十
六
億
十
千
万
歳
」
は
高

麗
版
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
宋
元
明
の
三
本
で
は
「
五
十
六
億
七

千
万
歳
」
で
あ
る
。
三
本
を
是
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
歳
数
が
何
に
根
拠
す
る
か
に
つ
い
て
は
何
ら
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
又
、
人
寿
に
つ
い
て
は
何
ら
関
説
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
先
の
『
転
輪
聖
王
修
行
経
』
な
ど
と
系
統
を
異
に
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
経
説
は
「
五
十
六
億
七
千
万
歳
」
と
説
く

点
で
重
要
で
あ
る
。
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ま
た
、
眺
秦
竺
佛
念
訳
の
『
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
広
普

経
』
（
「
菩
薩
処
胎
経
」
）
に
は
、
釈
迦
と
弥
勒
と
を
対
比
し
て
次
の

よ
う
に
説
い
て
い
る
。

弥
勒
当
し
知
。
汝
復
受
下
記
五
十
六
億
七
千
万
歳
、
於
二
此
樹

王
下
｝
成
柳
無
上
等
正
覚
却
我
以
二
右
脇
一
生
、
汝
弥
勒
従
レ
頂

生
。
我
寿
百
歳
、
弥
勒
寿
八
万
四
千
歳
。
我
国
士
、
汝
国
土

⑱

金
。
我
国
土
苦
、
汝
国
士
楽
。
｜
‐

釈
迦
は
右
脇
よ
り
、
弥
勒
は
頂
よ
り
生
ま
れ
る
と
は
釈
迦
が
刹
帝

利
種
、
弥
勒
が
婆
羅
門
種
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ

の
他
、
両
者
の
寿
量
、
国
土
を
対
比
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
明
確

に
「
五
十
六
億
七
千
万
歳
」
の
歳
数
を
示
し
て
弥
勒
の
成
正
覚
の

受
記
を
為
し
て
い
る
。
更
に
経
は
、
弥
勒
佛
の
龍
華
三
会
の
説
法

の
所
化
は
い
ず
れ
も
釈
迦
佛
の
下
で
三
帰
・
五
戒
を
受
持
し
、
南

無
佛
と
一
称
し
た
衆
生
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
衆

生
の
結
縁
・
根
熟
と
五
十
六
億
七
千
万
年
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
か
入
る
観
点
に
立
つ
と
き
、
後
漢
の
安

世
高
の
訳
出
と
し
て
伝
わ
る
『
佛
説
処
処
経
』
は
特
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
諸
阿
羅
漢
が
阿
難
に
対
し
て
、
佛
在
世
に
世
尊
に
水

を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
、
佛
の
般
浬
梁
に
際
し
住
世
を
請
わ
な
か

っ
た
こ
と
を
難
じ
た
の
に
応
え
て
、
佛
に
自
在
力
が
あ
る
こ
と
、

次
に
弥
勒
が
来
下
作
佛
す
る
こ
と
を
述
寺
へ
る
。
そ
こ
で
弥
勒
の
来

下
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

佛
言
。
弥
勒
不
二
来
下
↓
有
二
四
因
縁
二
者
有
一
二
時
福
応
二
彼
間
式

二
者
是
間
人
麓
無
二
能
受
レ
経
者
弐
三
者
功
徳
未
し
満
、
四
者

世
間
有
二
能
説
経
者
弐
故
弥
勒
不
レ
下
。
当
し
来
一
二
下
余
有
二
五
億

⑲

七
千
六
十
万
歳
や

未
だ
弥
勒
が
こ
の
閻
浮
提
に
下
生
作
佛
し
な
い
理
由
と
し
て
四
因

縁
を
挙
け
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
弥
勒
の
住
す
る
彼
の
兜
率
天
の

天
寿
を
尽
さ
ざ
る
間
は
下
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
第
二
第
三
は
此
の
閻
浮
提
の
衆
生
に
関
す
る
も
の
で
、
衆
生

の
機
が
熟
さ
ず
、
経
を
受
け
る
能
力
が
無
い
場
合
、
未
だ
功
徳
を

成
就
せ
ざ
る
場
合
に
は
弥
勒
は
下
生
し
な
い
。
ま
た
第
四
に
は
、

こ
の
世
に
能
説
経
者
た
る
佛
が
存
す
る
と
き
は
下
生
作
佛
す
る
こ

と
は
な
い
。
従
っ
て
右
の
条
件
を
満
し
、
兜
率
天
の
寿
量
を
尽
す

と
き
、
即
ち
五
億
七
千
六
十
万
歳
に
し
て
弥
勒
が
出
世
す
る
と
い

』
「
ノ
Ｏ

従
来
、
弥
勒
佛
を
問
題
に
す
る
と
き
、
こ
の
『
処
処
経
』
に
言

及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
弥
勒
下
生
の
条
件
を
示
し
、
釈
迦

文
佛
の
般
浬
渠
後
の
五
億
七
千
六
十
万
歳
に
し
て
来
下
作
佛
す
る

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

こ
の
五
億
七
千
六
十
万
歳
説
は
、
先
の
ヨ
切
智
光
明
仙
人
慈

心
因
縁
不
食
肉
経
』
の
五
十
六
億
万
歳
説
や
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
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五
十
六
億
七
千
万
歳
説
と
も
相
違
す
る
。
し
か
も
単
位
や
位
ど
り

が
異
る
許
で
な
く
数
字
の
配
列
そ
れ
自
体
も
異
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
五
億
七
千
六
十
万
歳
は
、
弥
勒
が
兜
率
天
に
上
生
し
、

そ
こ
で
の
寿
量
を
尽
し
て
下
生
す
る
ま
で
の
兜
率
天
の
寿
量
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
兜
率
天
の
寿
量
に
つ
い
て
は
種
々
の
経
諭
に

説
か
れ
て
い
る
が
、
『
賢
愚
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

佛
告
二
阿
難
士
当
レ
生
二
第
四
兜
率
天
上
弍
此
閻
浮
提
四
百
歳
、

為
二
彼
天
上
一
日
一
夜
弍
亦
三
十
日
為
二
一
月
弐
十
二
月
為
二

⑳

一
歳
弍
彼
兜
率
天
寿
四
千
歳
。

こ
の
世
の
四
百
年
が
兜
率
天
の
一
日
一
夜
に
相
当
し
、
彼
の
天
の

寿
量
は
四
千
歳
で
あ
る
。
右
の
経
文
に
従
っ
て
計
る
と
き
、
兜
率

天
の
寿
量
は
閻
浮
提
の
歳
数
で
五
億
七
千
六
百
万
歳
と
な
る
。

『
処
処
経
』
の
「
五
億
七
千
六
十
万
歳
」
は
「
五
億
七
千
六
百
万

歳
」
の
写
誤
で
あ
ろ
う
。
更
に
こ
の
五
億
七
千
六
百
万
歳
説
は
、

有
部
の
『
大
毘
婆
沙
論
』
中
の
学
説
に
も
一
致
す
る
。
同
書
巻
一

七
八
に
「
有
説
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

唯
観
史
多
天
寿
量
、
与
二
菩
薩
成
佛
及
罐
部
州
人
見
佛
業
熟

時
分
一
相
称
。
謂
人
問
経
二
五
十
七
倶
脂
六
十
千
歳
、
能
化
所

⑳

〃
化
善
根
応
し
熟
彼
即
是
観
史
多
寿
量
。

こ
こ
で
云
う
「
五
十
七
倶
砥
六
十
千
歳
」
は
、
同
書
巻
一
三
五
に

⑳

「
五
十
七
倶
眠
六
十
百
千
歳
」
と
記
し
て
い
る
点
よ
り
推
し
て

「
百
」
一
宇
を
脱
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
倶
砥
と
は
「
本
行
集

⑳

経
』
等
に
よ
れ
ば
一
千
万
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
『
大
毘
婆
沙
論
』

に
云
う
兜
率
天
の
寿
量
と
は
五
億
七
千
六
百
万
歳
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
玄
英
訳
の
『
本
事
経
』
に
「
観
史
多
天
寿
量
四
千
、
当
二
於

⑳

人
間
五
億
七
千
六
百
万
歳
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
だ

⑳

が
、
こ
の
億
の
算
位
の
と
り
方
に
よ
っ
て
五
十
七
億
と
表
記
さ
れ

る
。
例
え
ば
僧
伽
賊
摩
等
訳
の
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
第
二
な
ど

⑳

「
兜
率
陀
天
寿
四
千
歳
、
人
間
五
十
七
億
六
百
万
歳
」
と
兜
率
で

の
天
寿
を
記
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

当
来
佛
弥
勒
の
出
世
の
時
節
に
つ
い
て
阿
含
の
諸
経
で
は
、
人

寿
が
八
万
歳
に
到
る
と
き
て
あ
る
と
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
未

来
久
遠
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
濁
悪
世
と
は
比
較
に
は
な
ら
な

い
よ
う
な
理
想
の
好
世
で
あ
る
。
且
、
そ
の
と
き
に
は
所
化
の
衆

生
の
い
わ
ゆ
る
機
根
が
熟
し
、
能
化
の
仏
の
教
説
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
時
期
で
も
あ
る
と
い
う
。
大
乗
の
弥
勒
経
典
も
亦
、

こ
れ
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
人
寿
を
更
に
八
万
四
千
歳
に
延
長
し

て
説
い
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
実
際
に
弥
勒
が
将
来
出
世
す
る
ま
で
の
歳
数
を
求

め
る
運
き
も
あ
っ
た
。
一
億
四
千
歳
や
十
五
億
余
歳
と
為
す
『
般

四
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泥
疸
経
』
等
が
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
が
、
た
だ
単
に
一
億
余
歳

な
ど
と
説
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
人
寿
八
万
歳
と
同
じ
く
現
在

か
ら
み
て
悠
久
の
将
来
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
で
何
ら

の
根
拠
も
な
く
、
未
来
久
遠
と
説
く
の
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で

一
生
補
処
の
思
想
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
一
生
を
兜
率

天
に
於
け
る
一
生
で
あ
る
と
考
え
、
弥
勒
佛
出
世
ま
で
の
歳
数
と

は
、
兜
率
天
の
寿
量
に
一
致
す
る
と
考
え
る
に
到
っ
た
。
か
く
し

て
算
出
さ
れ
た
の
が
『
佛
説
処
処
経
』
等
の
五
億
七
千
六
百
万
歳

で
あ
る
。
だ
が
、
翻
訳
に
際
し
て
は
イ
ン
ド
と
中
国
と
の
間
で
億

の
算
値
の
位
取
り
に
相
違
が
あ
り
、
一
桁
上
に
表
記
さ
れ
る
の
が

通
例
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
広
く
伝
わ
る
通
説
は
周
知
の
如
く

五
十
六
億
七
千
万
歳
で
、
右
の
説
と
は
相
違
す
る
。
弥
勒
六
部
経

典
に
は
こ
の
歳
数
は
認
め
ら
れ
な
い
。
前
述
の
如
く
、
こ
の
歳
数

を
説
く
の
は
竺
佛
念
訳
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
や
慧
覚
等
訳
の
「
賢

愚
経
』
な
ど
数
種
の
経
典
で
あ
る
。
五
十
七
億
六
千
万
歳
を
五
十

六
億
七
千
万
歳
と
為
し
た
の
は
竺
佛
念
ら
訳
者
の
参
差
の
過
と
断

じ
て
よ
い
か
否
か
問
題
は
残
る
が
、
中
国
を
は
じ
め
漢
訳
佛
教
圏

に
於
い
て
五
十
六
億
七
千
万
歳
説
が
流
布
し
た
の
は
、
偏
え
に
そ

の
数
字
の
語
調
が
と
と
の
っ
て
い
た
こ
と
と
、
『
菩
薩
処
胎
経
』

等
の
流
行
と
に
根
拠
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註
記

①
「
弥
勒
六
部
経
」
の
中
、
竺
法
護
訳
『
弥
勒
下
生
経
』
一
巻
は
「
丹

蔵
」
の
中
に
は
入
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
宋
蔵
」
に
お
い
て

は
じ
め
て
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
『
出
三
蔵
記
集
』
『
開
元
釈
教
録
』

な
ど
の
経
録
を
検
討
す
る
と
き
、
竺
法
護
に
「
弥
勒
下
生
経
』
と
称

す
る
経
典
の
訳
出
は
な
か
っ
た
。
た
だ
『
開
元
録
」
等
に
竺
法
護
訳

と
し
て
「
弥
勒
成
佛
経
』
（
一
名
「
弥
勒
当
来
下
生
経
』
）
を
記
載
し

て
い
る
が
、
既
に
唐
代
に
は
散
侠
し
て
い
た
と
言
う
。
一
方
、
増
一

阿
含
巻
四
四
の
第
三
経
が
『
弥
勒
下
生
経
』
の
名
で
別
行
し
て
い
た
。

そ
こ
で
「
宋
蔵
」
に
於
い
て
、
そ
れ
を
竺
法
護
訳
と
し
て
編
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
現
在
の
『
弥
勒

下
生
経
』
は
増
一
阿
含
の
抄
経
で
あ
り
、
訳
者
も
竺
法
護
で
は
な
い
。

②
『
弥
勒
上
生
経
』
が
『
観
無
量
寿
経
」
な
ど
の
観
法
を
説
く
経
典

と
密
接
な
関
り
を
有
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
経

名
か
ら
も
類
推
で
き
る
（
拙
稿
「
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
ｌ
観
弥
勒
菩

薩
上
生
兜
率
天
経
の
考
察
Ｉ
」
（
要
旨
）
『
大
谷
学
報
』
六
二
’
四
）

又
、
『
禅
秘
要
法
経
』
、
『
首
枅
厳
三
昧
経
』
な
ど
禅
観
を
説
く
経
典

に
し
ば
し
ば
兜
率
往
生
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
三
昧
経
典
と
の

関
連
も
重
要
な
課
題
と
し
て
残
る
心

③
『
弥
勒
上
生
経
』
（
大
正
皿
．
四
一
八
ｃ
）

④
『
弥
勒
上
生
経
』
（
大
正
皿
．
四
二
三
ｃ
）

⑤
『
弥
勒
下
生
成
佛
経
』
（
大
正
型
．
四
三
一
Ｃ
ｌ
四
三
二
ａ
）
。
ま

た
同
経
に
は
「
能
於
五
濁
悪
世
、
教
化
如
是
等
百
千
万
億
諸
悪
衆
生
、

令
修
善
本
、
来
生
我
所
」
（
大
正
皿
・
四
三
二
ａ
）
と
も
説
か
れ
て

い
る
。

⑤
『
弥
勒
来
時
経
」
（
大
正
皿
．
四
三
五
ａ
）
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⑦
「
長
阿
含
経
』
（
大
正
１
．
四
一
Ｃ
ｌ
四
二
Ｃ
）

③
『
中
阿
含
経
』
（
大
正
１
．
五
○
九
ｃ
）
な
お
、
『
説
本
経
』
で

は
当
時
の
病
気
を
七
病
と
な
し
て
い
る
が
、
同
経
の
異
訳
「
古
来
世

時
経
』
で
は
後
の
大
乗
経
典
と
同
じ
く
三
病
と
な
し
て
い
る
。

⑨
『
佛
般
泥
桓
経
』
（
大
正
１
．
一
七
二
Ｃ
）

⑩
「
般
泥
疸
経
』
巻
下
（
大
正
１
．
一
八
八
ｂ
）

⑪
「
賢
劫
経
』
巻
七
（
大
正
皿
．
五
○
ｃ
）

⑫
『
賢
愚
経
』
巻
十
二
（
大
正
４
．
四
三
五
Ｃ
）

⑬
『
雑
轡
職
経
」
（
大
正
４
．
四
九
九
ｂ
）

⑭
『
出
曜
経
』
巻
第
一
無
常
品
（
大
正
４
．
六
○
九
ｃ
）
。
経
に
「
当

来
之
世
衆
生
之
類
、
寿
八
万
四
千
歳
。
：
．
…
有
如
来
出
世
。
名
日
弥

勒
至
真
等
正
覚
明
行
成
為
善
逝
世
間
解
無
上
士
道
法
御
天
人
師
号
佛

世
尊
」
と
説
き
、
更
に
「
広
説
如
弥
勒
下
生
」
と
述
尋
へ
て
い
る
。

⑮
『
大
方
等
大
集
経
』
賢
護
分
（
大
正
蝿
．
八
九
五
ａ
）

⑯
「
一
切
智
光
明
仙
人
慈
心
因
縁
不
食
肉
経
」
（
大
正
３
・
・
四
五
八

Ｃ
）

⑰
『
賢
愚
経
」
巻
四
（
大
正
４
．
三
七
六
ａ
）

⑬
『
菩
薩
処
胎
経
』
（
大
正
廻
・
一
○
二
五
ｃ
）

⑲
『
佛
説
処
処
経
』
（
大
正
Ⅳ
．
五
二
四
Ｃ
）

⑳
『
賢
愚
経
』
（
大
正
４
．
四
三
七
ａ
）

④
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
七
八
（
大
正
”
・
八
九
二
ｃ
）

⑳
「
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
三
五
（
大
正
”
・
六
九
八
ｂ
）

⑳
晴
の
闇
那
肌
多
訳
「
佛
本
行
集
経
』
巻
十
二
に
「
一
百
百
千
、
是

名
拘
致
。
稲
“
」
（
大
正
３
．
七
○
九
ｃ
）
と
記
し
て
い
る
。
又
、

慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
一
（
大
正
副
・
三
一
四
ｂ
）
な
ど
参
照
。

⑳
「
本
事
経
」
（
大
正
〃
・
六
九
八
ｃ
）

⑳
新
羅
の
恨
興
は
『
三
弥
勒
経
疏
」
に
「
西
方
億
有
二
種
。
一
十
万

為
億
、
二
百
万
為
億
」
（
大
正
犯
・
三
一
六
ａ
）
と
説
い
て
い
る
。

又
、
窮
基
も
西
方
の
億
に
三
種
あ
る
と
い
う
。

⑳
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
（
大
正
躯
，
八
八
七
ｃ
）
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